
 

 

 

 

 

生徒は、夏休みにいなべ市のフェアトレード協

力店舗を取材し、「フェアトレードレポート」を作成

しました。当日は、フェアトレードの事業主さんを

招き、全体会でレポートを交流し、事業主さんとの

分散会ももちました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校で全校による生徒総会が開催されました。 

　　  生徒会執行部から提案された３つの生徒会方針を各学級で 

話し合い、全校で、意見交流が行われました。これからどのように 

行動していくのか一人一人が思いを語りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「藤原の人・自然・文化が好きになり、誇りに思う子どもを育てる」 

　　　　『秀真委員会』たより 

ほ つ ま

中学１年生　総合学習(WAVES 学習)フェアトレードレポート発表会　１０月２６日

後期生徒会方針案　～全員で進んでいける学校～ 

方針１【一人ひとりの声がみんなに届く・・・相手をリスペクト、思いやる心】 

方針２【ありのままの自分でいられる居場所・・・個性や意見を大切に、仲間の意見を受け入れる】 

方針３【挑戦を応援・・・前向きな言葉をたくさん使う、自分も挑戦】

　最初はフェアトレードのことは何も知らなくて、アフリカの現

状も知りませんでした。調べていくうちに、アフリカの問題や

フェアトレードの大切さが分かりました。 

　アフリカでは、児童労働が問題となっています。教育が毎日受

けられないし安全な水や食料もありません。自分がその立場

になったらとてもいやだと思いました。なので、僕はフェアトレ

ードに参加しようと思いました。フェアトレードは公正な価格で

売り出されているので、アフリカの人たちにもお金があげら

れます。フェアトレードの食品を買えば、難民の人にお金が届

き、僕も今ある生活のありがたみを感じられるのでとてもい

いと思いました。でも、フェアトレードについて知らない人が

たくさんいます。だから、僕たちで知らせる活動をしていきた

いと思いました。最終的に全国に広がると思いました。 

　今回の授業を終えて、僕もフェアトレードの商品を買ったり広

める活動をしていったりして、フェアトレードのことを知らせて

いきたいと思いました。　　（生徒の感想抜粋）
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思いを語り合う　生徒総会 １０月２７日

発行：藤原小・中学校「秀真委員会」 

　　　　令和５年１１月２２日
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〇藤原を見つめなおすことができる『藤原学』 

〇自らの学びを深める『藤原学』 

〇新しい発見がある『藤原学』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生　地域学習　藤原学 １１月６日
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